
第
四
巻
　
　
紹

介

と
三
、
第
一
編
は
上
古
、
二
女
重
鎖
第
二
編
は
雨
漢
、
魏
膏
南
北
勝
、
唐
五
代

奄
鰍
為
し
，
第
三
編
は
宍
遼
と
元
明
な
敗
む
。
　
（
定
償
一
元
馬
角
、
串
笹
書

逮
局
婁
行
）
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本
書
は
遁
世
思
想
の
櫛
．
遙
な
蹴
き
ず
、
靭
同
上
督
敏
の
時
代
よ
リ
托
鉢
総
團

成
立
期
。
』
及
べ
る
も
の
な
り
G
著
者
に
先
づ
モ
ナ
ス
チ
シ
ズ
ム
の
思
想
が
初

期
幕
督
敏
界
に
饗
虚
し
來
る
外
的
並
に
内
的
因
由
な
訊
ぎ
，
其
一
般
的
特
質

な
纂
げ
、
　
ベ
ネ
ヂ
〃
下
派
以
荊
の
原
始
的
時
代
に
於
け
る
量
子
制
度
よ
リ
漸

吹
こ
の
患
想
主
義
が
機
旨
し
行
け
る
過
根
な
討
ね
、
聖
べ
．
昂
ヂ
ク
｝
及
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
の
顔
現
な
二
個
の
中
心
鮎
と
す
ろ
該
期
間
の
推
移
な
蓮
べ
て
托
鉢

鱈
國
の
性
質
に
及
び
、
最
後
に
遁
世
生
義
の
使
命
な
論
じ
て
編
な
結
べ
リ
。

郎
ち
本
書
は
導
ら
モ
ナ
ス
チ
シ
ズ
ム
の
興
隆
愚
な
取
級
へ
る
も
の
に
し
て
、

こ
の
方
面
の
研
究
に
…
些
し
て
造
詣
版
ろ
深
春
著
者
が
、
こ
の
種
の
晋
蓮
に
往

々
艶
れ
難
き
哲
學
的
黒
蝿
に
遡
ぜ
マ
し
て
胞
迄
史
的
考
察
の
懸
度
か
失
は
す

鋳
晶
貰
蕊
鳳
ろ
勢
作
ん
徴
公
に
、
し
謬
る
は
多
と
す
べ
’
音
も
の
な
る
べ
し
。
　
豊
ハ
研
ω
雅
網
中

に
は
…
問
々
い
首
論
一
4
し
難
目
貼
あ
る
べ
く
、
　
殊
に
第
一
章
の
鮪
輔
括
、
的
転
戸
山
に
…
齢
し

て
は
異
論
勘
か
ら
ざ
る
べ
し
と
錐
も
、
兎
に
角
從
楽
公
列
煙
ら
れ
た
ゐ
患
聖

上
よ
り
ぜ
る
惜
院
研
究
の
蓮
作
中
に
於
て
は
鱗
然
藪
角
な
銭
け
う
も
の
な
ら

ん
。
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本
書
は
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
＝
3
・
曾
氏
が
彼
地
に
於
け
る
カ
レ
ツ
ヂ
敏
科
鴻
と

し
て
　
纂
し
た
る
も
の
に
し
て
、
第
一
巻
は
一
五
〇
〇
一
一
八
一
五
年
第
二

懸
は
一
八
一
五
一
一
九
一
五
年
の
時
期
な
取
級
ひ
居
れ
リ
G
著
者
は
其
昌
的

に
適
ふ
や
う
に
近
代
叢
論
書
籍
に
於
け
る
臨
瀦
の
政
治
及
菰
懸
口
的
登
展
の
経

路
な
極
め
て
手
際
よ
く
三
聖
し
居
り
、
豫
に
最
廼
世
の
部
分
に
カ
を
注
ぎ
芙

分
署
も
全
篇
の
牛
ぼ
を
占
め
居
り
、
出
果
榮
え
も
亦
他
の
都
分
よ
リ
へ
優
り

居
る
が
如
し
。
第
一
巻
中
に
拝
め
ら
れ
六
る
前
代
三
世
紀
問
の
誕
事
ほ
こ
れ

に
蜀
比
し
て
確
に
遜
色
あ
る
べ
く
、
間
々
精
到
な
欠
け
る
箇
翫
紗
し
と
ぜ
す
。

蒲
も
大
体
に
於
て
巧
妙
な
ろ
共
鵜
蓮
方
法
は
篇
中
挿
入
の
滲
考
地
羅
各
章
宋

に
附
為
る
謬
鉱
害
臼
及
精
密
な
る
索
引
と
棺
五
っ
て
駄
洲
近
泄
奥
學
修
詣
の

畏
好
な
る
饗
雷
害
と
し
て
推
奨
す
べ
き
も
の
な
り
。
〔
以
上
植
村
〕
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①
海
釜
殖
艮
地
塊
箆
　
　
外
務
省
癒
商
局
編

　
海
三
熱
畏
地
（
馬
來
聯
那
な
含
ま
す
）
に
つ
き
て
、
其
政
治
、
人
種
、
入
口
、

産
業
，
宗
歌
、
交
短
等
な
蓮
べ
た
リ
、
統
計
的
の
慮
多
け
れ
ど
も
此
地
方
の

こ
と
布
記
し
ぬ
る
邦
丈
の
も
の
と
し
イ
、
は
、
唯
一
の
港
蓼
諮
鳴
る
べ
し
、
就

中
人
種
宗
敬
、
纏
濟
等
の
記
事
最
も
見
る
べ
し
。
（
耳
門
、
八
○
　
啓
成
砒
嶺

行
）
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纏
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講

　
一
九
一
践
年
末
∂
序
玄
あ
る
薪
版
の
殖
畏
逗
な
り
。
原
著
者
ほ
フ
ラ
イ
プ

〃
ヒ
大
傘
の
助
教
授
鳳
り
。
大
慨
地
理
晦
撰
見
時
代
に
筆
な
起
し
、
総
量
賭

の
有
力
な
る
殖
畏
帝
國
ん
～
代
表
と
し
て
晒
代
別
を
試
み
、
即
絡
論
の
次
に
葡

人
、
蘭
人
、
佛
人
．
英
人
の
順
に
記
畏
し
、
特
に
英
人
ほ
北
米
、
加
奈
陀
、

印
度
、
環
洲
、
南
阿
等
に
分
ち
て
詳
蓮
し
、
一
八
七
六
年
以
後
は
英
國
の
猫

占
な
許
さ
y
る
時
代
即
新
蓮
諸
國
競
撃
の
時
代
と
し
て
之
な
遊
星
暗
事
と
し

こ
・
に
北
来
合
衆
酬
、
白
伊
諦
小
國
の
殖
民
な
記
し
、
母
後
に
濁
逸
の
殖
畏

な
蓮
べ
た
リ
。
　
療
書
は
行
文
下
間
環
流
甜
暢
、
　
近
斑
殖
畏
史
と
し
て
最
堤
ん
～
得
た

り
。
只
職
機
中
に
餓
で
ぬ
る
爲
か
、
動
も
す
れ
ば
筆
恥
曲
げ
て
静
國
に
當
リ

稽
公
正
な
ろ
客
槻
的
見
地
な
離
れ
六
る
嫌
な
き
に
あ
ら
す
、
其
巻
末
に
於
て

晋
島
の
焚
蓮
を
自
慢
自
讃
し
「
我
が
黒
髭
性
の
偉
大
、
強
健
に
し
て
卓
越
鷲

ス
遽
に
世
界
の
國
畏
れ
る
べ
き
我
等
が
天
職
ほ
、
此
の
地
に
於
て
戒
功
し
六

リ
」
「
今
や
獄
逸
ほ
新
支
那
の
数
師
六
リ
砦
導
者
六
ろ
の
役
に
任
び
た
り
」
と

云
ふ
あ
た
り
拭
よ
く
潤
聴
罪
想
の
彷
彿
た
ろ
な
認
め
し
む
。
　
（
債
一
、
八
O

帝
麟
地
方
行
政
學
・
曾
難
行
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④
朝
鮮
地
華
燭
職

　
朝
鮮
の
臨
時
土
地
調
査
局
レ
て
全
逼
の
土
地
調
査
存
行
ひ
た
ろ
結
果
な
縮

成
し
r
る
も
の
な
り
、
大
勢
、
粁
政
匿
域
，
河
摂
由
岳
，
海
岸
線
、
島
喚

経
説
等
の
各
項
に
分
ち
、
其
艦
誕
、
延
長
、
為
度
、
周
期
、
叉
は
物
償
等
恥

第
四
巻
　
　
翻

介

最
鰭
の
測
定
叉
は
計
量
に
よ
リ
ィ
、
数
量
的
に
掘
返
し
、
溺
に
多
く
の
漸
弼
圏

地
㎜
回
、
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
等
を
添
へ
ぬ
り
。
朝
鮮
…
地
誌
の
心
学
量
的
記
蓮
と
し
て

最
新
且
私
讐
離
怠
ろ
材
料
秘
提
侠
し
た
る
も
の
な
り
。
（
非
壷
晶
、
朝
鮮
総
薯

府
出
版
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著
者
は
来
國
博
物
館
員
ト
て
、
…
九
一
二
年
帯
考
量
亜
な
振
り
出
し
に
、

馬
齢
ル
一
ゐ
凶
年
斗
恥
で
、
じ
　
南
来
各
翻
叩
に
野
童
動
痂
鴇
探
磁
器
逆
行
な
な
ぜ
し
暗
の
紀
行

丈
が
即
本
書
な
り
。
共
行
程
十
五
萬
哩
に
亙
り
、
ア
ン
デ
ス
、
オ
リ
ノ
コ
、

ア
マ
y
ン
、
パ
ラ
ガ
イ
河
、
バ
ム
パ
ス
の
各
地
心
蹟
聾
し
、
其
地
の
見
聞
談
、

探
集
談
な
面
自
く
書
き
下
し
、
譲
者
な
し
て
識
ら
す
知
ら
ず
の
闘
に
南
濠
の

自
然
に
接
す
ろ
の
患
あ
ら
し
む
。
蓋
し
鯉
妙
な
ろ
紀
行
丈
と
云
ふ
べ
し
・
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勺
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航
海
業
者
の
爲
に
大
挙
洋
沿
岸
諸
罎
の
貿
易
，
絵
出
入
国
賓
、
噸
税
、
濾

上
保
瞼
、
蓮
賃
、
運
楡
業
煮
、
主
要
蛭
類
の
臨
▼
情
、
天
利
信
號
等
な
記
し
距

る
も
の
に
一
L
、
頗
る
便
利
な
る
一
種
の
案
内
酷
な
リ
。
〔
以
上
下
田
〕

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
　
　
り
　
ゆ
　
む
　
こ
　
む
　
　
　
ゆ
　
の

　
　
　
　
⑭
京
覇
府
史
蹟
寺
巡
調
査
會
無
漏
　
舞
一
心

京
都
府
に
て
は
先
年
家
斑
蹟
勝
地
調
査
會
な
起
し
、
笹
内
の
皮
蹟
及
名
勝

地
の
調
査
レ
表
彰
及
び
共
保
存
な
園
－
一
驚
り
し
が
、
今
織
蚊
ハ
寧
業
の
一
と
t

藻
三
三

禍
五
五
　
宝
〇
九
）
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